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キーワード．日積算光合成有効光批子砿、光利用幼字、芯花節位
はしめに 現在、苗生産業者などが用いている、自然光利用型温室 （以下、温室）の苗生光シ
ステムては、苗の生育は天候の影評を受けやすく、また、苗の生育管理に多くのエネルギが投
入されている。他方、閉鎮型苗生産システムでは、光源に人工光を用い、システム内外間のエ
ネルギおよび物質の輸送は人為的に行われる 。そのため、光強度、気温、相対湿度、 COり晨度、
気流速度などの環境要素の制御が容易であり、苗の生育に最適な環境で苗生産を行うことによ
り、生産効率の大幅な向上が期待てきる。本研究では、閉鎖型苗生産システムでトマトセル成
型苗を育成し、その生育を温室で育成した苗と比較した。
材料および方法 供試植物はトマト (Lycopersiconesculentum Mill., 品種：ハウス桃太
郎）とし、子葉展開後（播種後 7日目）から、閉鎖型苗生産システム内の苗育成ユニット （図
1) 内て育成した。苗育成条件を表 1に示す。子葉展開後16日目に葉面積、生体重、乾物重を
調査し、苗をピニルハウス内に定植して第 1段花房の着花節位を調査した。閉鎮型苗生産シス
テムとの比較として、温室内でトマトセル成型苗を育成した。 1997年 9月11日に播種し、子葉
展開後（播種後 7日目）から表 2に示す条件下で育成した。子葉展開後15日目に葉面積、生体
重、乾物重を調査し、苗をガラス温室内に定植して第 1段花房の着花節位を調査した。
苗育成期間中、閉鎮型苗生産システムおよび温室内において光合成有効光量子束密度を測定
し、日積算光合成有効光量子量（以下、日積算 pp) と乾物重から光利用効率（苗個体詳に投
入された光合成有効光量子量あたり苗個体詳が吸収した正味CO2モル量）を求めた。
結果および考察 温室内の気温および日積算 p pの経日変化を図 2に示す。
温室内の気温は日によって、また、一日のうちでも大きく異なった。苗育成期間中の平均気温
は、温室内が閉鎮型苗生産システム内に比べて約 3℃低かった。温室内の日積算 PPは曇雨天
により少ない日が多く、閉錢型苗生産システム内の日積算 pp以上となった日は 2日のみであ
ったこ苗育成期間中の日積算 PPの和は 、閉鎮型苗生産システム内が276mol n臼であったのに
対し、温室内ではその約60％の 157 10 I n臼であった。苗の生育は、セル数が128の場合、閉鎮
型苗生産システムが温室に比べて葉面積で約 4倍、生体重で約 3倍、乾物璽で約2.5倍大きかっ
た（表 3) っ光利用効率は、閉鎖型苗生産システムが温室の1.4倍であった。これらの差が生じ
た理由として、温室内は気温や日積算 ppなどの変動が大きく、低温への遭遇や十分な日積算
p pが得られない日があったのに対し、閉鎖型苗生産システム内では環境条件が安定しており、
苗育成期間中の平均気温や日積算 ppの和が温室内に比べて大きかったことが考えられる。子
築展閑後から苗の本葉の枚数が2.5枚になるまでの苗育成期間は、閉鎖型苗生産システムでセル
数が128および288の場合、それぞれ 1日およびIJ日であり、温室に比べて 2~ 4日短かった。
このことから、閉鎖型苗生廂ンステムては温室より短い期間でのセル成型苗育成が可能である
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図 l閉鎖型苗生産システム内における苗育成ユニットの模式図（単位：mm)
表 l 閉禎型苗生産システムにおける苗育成粂f牛
丸 i品： 24土l℃ 
相対湿度 ：50土10% 
co議度 ：375土25,urno I mot―I 
気流速度 : o. 5(Ds-
PPF" : 400 u mo l (D-2 5-1 
明期時問 ： 12時間
培地，．ヒートボット V （北海道ピートモス（株）製）
昌贔咋ィ詳：上↑虚胃；よび288cell/tray 
拿＊無栽植状態での培地表面における値
伍
相対湿度
C02i農度
自然光利用型温室('97.9.18~10.2)における苗育成条件
：図 2参照
：昼間 50-90%、夜両 85-95% 
：昼間 300-350μ mo I mo 1-1 
夜間 350-450μ mo I mo 1-1 
気流速度＂ ：昼間 0.1-0.4 m s-1、夜間 0.1 m s-1 
日長 ：約12時間
培地：ピートポット V （北海道ピートモス（株）製）
セルトレイ：セル数 128cel l/tray 
＊ 昼間 5:20~ 17 :20、夜間 17:20~5 :20 
＊＊苗個体詳上における値
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図2 自然光利用型温室内の気温および日積算PPの経日変化（破線は閉銭型苗生産システム内）
表3 閉禎型苗生産・ンステムおよぴ自然光利用型温室で育成したトマトセル成型苗の葉面積、生体重、
乾物重、光利用効率およぴ着花節位
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